
      

        

          

 
【高等学校以外の上級学校】 
高等学校以外の選択肢を紹介します。進学先により、高等学校の卒業資格を卒業するのと同等の資格
を得ることができる学校もあります。高等学校とは別日程での受検となります。進学を希望する人は、
入試の日程等についてよく確認し、担任の先生へ報告をしてください。 

校種 修業年数 説明 

工業高等 

専門学校 
5 年 

工業高等専門学校(高専)は、エンジニアの養成を目的とした学校で、

国立と公立と私立があり、大学卒業程度の技術と知識を習得するこ

とができます。全国どこからでも受験できます。卒業生の就職状況

は極めてよい。高専の多くは寮を備えており、遠距離からの通学に

対応しています。国立の高専では、推薦入試(募集人数の 30%～

50％)と一般入試があります。受験する場合は担任へ早めの相談を。 

(例) 国立東京工業高等専門学校 /国立小山工業高等専門学校 / 

     私立サレジオ工業高等専門学校 / 茨城工業高等専門学校 

専修学校 

（高等課程） 
主に 3 年 

技術・技能を学ぶ職業教育の学校です。修業年数は 1 年以上。修業

年数が 3 年の専修学校の高等課程を卒業した場合、高卒者と同等の

待遇が認められ、(専門課程)への入学資格が与えられます。学校に

よっては大学入学資格が得られる場合もあります。 

通信制高校と連携している学校の場合、卒業時に高校卒業資格も得

られます。（ダブルスクール） 

(例) 日本産業専門学校/ 川口文化服装専門学校 

高等技術 

専門学校 

短期 

1 年コース 

2 年コース 

就職しようとする人たちに、就職に必要な知識・技能(機械、和裁、

建築、金属加工など)を身についてさせることを目的とした学校。就

職の斡旋も行っています。10 月頃から願書受付が始まり、国・数・

面接の試験が行われます。高校卒業資格は得られません。 

詳しくは埼玉県産業労働部産業人材育成課(048-830-4598) 

 

【就職について】 
中学校を卒業して社会に出て仕事に就くこともできます。その場合、就職の方法として、以下の（１）
（２）が主な方法です。 

(1) 公共職業安定所(ハローワーク)の求人による就職 

      ・「求人一覧表」は中学校に送られてきます。 

      ・このところの不景気の影響で求人が減少しています。早めに希望職種を決めておくことが必要です。 

      ・ 定時制高校に通うことを認め，退社時間を早めてくれる企業もあります。 

   

    (2) 縁故による就職 

  

    ［予定］  １０月 ： 求人票配布，会社見学 

              １１月 ： 結合相談（生徒，保護者，教員，職安の方の４者面談） 

                １月 ： 入社試験 

                ＊３月以降の求人（高校に不合格だったら就職）はないと考えた方がよいです。 
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